
工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局　県土整備部（三好庁舎）

三好郡東みよし町東山（小見橋）

主要地方道　丸亀三好線

Ｒ２三土　丸亀三好線（小見橋）　

　　　　東・東山　橋梁修繕工事

小見橋 補修計画一般図

5S=1:100 1

小見橋 補修計画一般図

注記)供用年数は、2015年現在の供用年数を示す。

小見橋概要

路 線 名

1等橋(TL-20)

39.050 m (於道路中心線上)

橋　　格

橋　　長

38.310 m支 間 長

幅　　員 全幅員 8.200m(0.600+3.500+3.500+0.600)

斜　　角 60°00′00″

上 部 工 活荷重合成耐候性鋼単純鈑桁橋（4主桁）

主要地方道　丸亀三好線

下 部 工 逆T式橋台(直接基礎)

架設年次 1987年3月(昭和62年)供用後28年

桁　　長 38.910 m

適用示方書 昭和55年道路橋示方書
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小見橋 支承詳細図(参考図)

ゴ ム 支 承（CR+SS400）

配   置   図

S=1:10

1

ソールプレート（SM490A+SS400）2

アンカーボルト・ナット・ワッシャー（S35CN）3

橋
軸
方
向

A1 A2

平座金 強度区分 10H又は14H

可動側

F M

可動側

積層詳細図 S=1:2

（CR）

ゴム厚 te=16mmx4層

ナジミ層 上下鋼板 9mmx2層（SS400）

内部鋼板 2.3mmx3層（SS400）

橋
軸
方
向

固定側

積層詳細図 S=1:2

（CR）

ゴム厚 te=18mmx3層

ナジミ層 上下鋼板 9mmx2層（SS400）

内部鋼板 2.3mmx2層（SS400）

部は不めっき処理　
開先防錆剤塗布

上面

3

橋
軸
方
向

下面

2-51x110長穴

可動側

上面

固定側

注記)
　1.アンカーボルト位置及びソールプレート形状は現地調査後決定のこと。
  2.ソールプレートの板厚は、縦断勾配に合わせてテーパー加工のこと。

3

橋
軸
方
向
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2-φ65キリ

材  料  表

ゴム支承

アンカ－ボルト・ナット

ソールプレート

名 　称

Ge=0.8N/mm2,滑動防止装置付
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支  承  条  件
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注記)(  )内寸法は固定側を示す。
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既設台座コンクリート

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

三好郡東みよし町東山（小見橋）

主要地方道　丸亀三好線

5図示 2

断 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

Ｒ２三土　丸亀三好線（小見橋）

　　　　東・東山　橋梁修繕工事

実施設計図面

徳島県西部総合県民局　県土整備部（三好庁舎）

3
00

3
20

400

420

9
5

9
5

9
16

2
.
3

9

10

3
3

16

2
.3

3
00

3
20

350

370

8
3

83

9
1
8

1
8

2.
3

9

10

3
3

18

2.
3 16

2
.3

640 100100

2
5

3
3
0

2
5

6
.
00

400

840

5
1
0

3
6

1
1
0

51

2
86

2
24

680 120120

2
5

3
3
0

2
5

350

920

4
4
0

2
2
0

2
20

6
.
00
45

530
530

1
6

80.8

7
0

9
0

104

1
20 9
0

8
40

φ60.00

68
0

φ46.00

6
@7
5=
4
50

7
5

7
@5
0
=3
5
0

5
0

321

1
8
6

60°

370

342

19
7

60°

3
00

3
00

18
5

2
5
5

25
5

25
5

840(920)

420(370)

(
8
3)

640(680)

(2-φ60) 4
6
0(
60
0
)

510(440)

320

480

(
45
)

6
80
(
84
0
)

30

3@2100=6300

3@2100=6300

60°

60°

30
0

30
0



工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

三好郡東みよし町東山（小見橋）

主要地方道　丸亀三好線

5図示

小見橋 台座コンクリート詳細図

3

小見橋 台座コンクリート詳細図

A1橋台台座コンクリート詳細図 S=1:20

正面図 側面図

平面図

A1橋台(固定側)位置

項目 G1桁 G2桁 G3桁

台座コンクリート寸法一覧表

B1

B2

1100 1100 1100

1010 1010 1010

B3

707070

台

座

コ

ン

S1

S2

支

承
 440

 920

 440

 920

 440

 920

G4桁

980

1030

70

 440

 920

注記)

  1.沓座コンクリートの寸法は、施工時に現地

    計測を行った後、適宜調整すること。

：既設台座コンクリート

：調整コンクリート

A2橋台台座コンクリート詳細図 S=1:20

正面図 側面図

平面図

位置

項目

台座コンクリート寸法一覧表

B1

B2

t

台

座

コ

ン

S1

S2

支

承

注記)

  1.沓座コンクリートの寸法は、施工時に現地

    計測を行った後、適宜調整すること。

A2橋台(可動側)

G1桁 G2桁 G3桁

1010

1000 1000

1010 1010

1000

70 70 70

 510

 840  840

 510

 840

 510

G4桁

70

1010

1000

 840

 510

A1橋台台座コンクリート要領図 S=1:20 A1橋台台座コンクリート要領図 S=1:20

正面図 側面図

平面図

t=20mm

正面図 側面図

平面図

 SD345 D13 L=150  SD345 D13 L=150

t=20mm

2 2

 SD345 D13 L=150

t=20mm

 SD345 D13 L=150

t=20mm

t

380 380 380 480 B3 420 420 420 420

3

3

1 1

t=20mmt=20mm t=20mm t=20mm

台座コンクリート鉄筋加工図 台座コンクリート鉄筋加工図

t=20mm

 SD345 D13 L=150

 SD345 D13 L=150

 SD345 D13 L=150

 SD345 D13 L=150

t=20mm

A
 

1-1 D13 A
 

1-1 D13

A
 

1-1 D13

A
 

1-1 D13 A
 

2 D13 A
 

2 D13

A
 

2 D13

A
 

2 D13

注記)

1.施工前に調査を実施し、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。

2.寸法は、現場実測後決定する。

工 種

台座コンクリート工

補修工法一覧

台座コンクリート(無収縮モルタル)

種　　別

補

強

鉄

筋

工

チ

ッ

ピ

ン

グ

型

枠

工

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
打
設

表

面

仕

上

げ

・

養

生

型

枠

脱

型

次

工

程

概略施工手順

前

工

程

注記)

　本施工手順は参考のため、工事着手に際しては施工者にて施工要領を検討のこと。

：既設台座コンクリート

：調整コンクリート

A
 

1-2 D13

A
 

1-2 D13

鉄筋質量表(SD345)
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

A 1 - 1 D13 2280 3 0.995 2.27 7

A 1 - 2 D13 1880 1 0.995 1.87 2

A 2 D13 2180 4 0.995 2.17 9

18

合　計 D13 18 kg

総質量 18 kg

鉄 筋 加 工 表

部 材 鉄筋番号 鋼材材質 鉄筋径 鉄 筋 長

(mm)

部 材 数 鉄筋本数 鉄筋総数 総 延 長

(mm)

形状番号 曲げ寸法(mm)

a b c

 A 1-1  D13 2280 1 3 3 6840 1 947 1013 377

 A 1-2  D13 1880 1 1 1 1880 2 967 937

 A 2  D13 2180 1 4 4 8720 1 917 923 397

形状 1 形状 2

平 面 図 S=1:60

A
 

1-2 1-D13 X 1880

A
 

1-1 3-D13 X 2280

A
 

2 4-D13 X 2180

Ｒ２三土　丸亀三好線（小見橋）　

　　　　東・東山　橋梁修繕工事

実施設計図面

徳島県西部総合県民局　県土整備部（三好庁舎）
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小見橋 ジャッキアップ設備及び仮設備

図　示

小見橋 ジャッキアップ設備及び仮設備

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

三好郡東みよし町東山（小見橋）

主要地方道　丸亀三好線

54

70

300

起点側

1000

1000

1000

1000

2
1
0
0

2
1
0
0

2
1
0
0

橋長　39050

桁長　38910

支間　38310

平 面 図 S=1:30

施工手順

1.ジャッキアップ位置にソールプレートを現場溶接、補剛材をボルトで取付ける。

2.サンドルの高さと沓座面が揃うように護岸に調整コンクリートを打設する。

3.サンドルを設置する。

4.ジャッキの高さに合わせて調整鉄板を敷く。

5.ジャッキを設置して荷重支持させるためにジャッキアップを行う。

6.支承回りの作業を行う。

7.作業完了後調整鉄板サンドル等を除去する。
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詳 細 図 S=1:10

H 25-100*100*6*8*500

A2橋台　正面図 S=1:50

10175

693 6934245 4545

A1橋台　正面図 S=1:50

4045 693

9475

4045693

G1G2G3G4

G1 G2 G3 G4

下 流 側 上 流 側

下 流 側 上 流 側

サンドル

H 25-100*100*6*8*500

サンドル

H 25-100*100*6*8*500

サンドル

H 25-100*100*6*8*500

サンドル

H 20-100*100*6*8*500

サンドル

H 55-100*100*6*8*500

サンドル

H 55-100*100*6*8*500

サンドル

H 60-100*100*6*8*500

サンドル

H 60-100*100*6*8*500

Ｒ２三土　丸亀三好線（小見橋）　

　　　　東・東山　橋梁修繕工事

実施設計図面

徳島県西部総合県民局　県土整備部（三好庁舎）
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ひびわれ注入工

注記)

  1.深さは鉄筋位置(鉄筋探査結果より)までとして設定した。

  2.ひびわれ寸法(幅および長さ)は、遊離石灰除去後に現場実測後決定する。

番号

1

2

3

4

5

合計

 平均ひびわれ注入量　V= 0.127 / 4.60 = 0.028 kg/m

幅(m)

0.200 

0.200 

0.200 

0.200 

0.200 

長さ(m)

0.60

1.20

0.40

2.00

0.40

深さ(m)

0.100

0.100

0.100

0.100

0.100

数量(m3)

0.017

0.033

0.011

0.055

0.011

0.127

備考

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

三好郡東みよし町東山（小見橋）

主要地方道　丸亀三好線

5S=1:100

小見橋 下部工補修図

5

注記)

1.施工前に調査を実施し、施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。

2.寸法は、現場実測後決定する。

工 種

ひびわれ注入工

補修工法一覧

種　　別

橋座排水勾配設置工

可とう性エポキシ樹脂注入工

2%排水勾配

ひびわれ注入工

(エポキシ樹脂注入材)

低圧注入器間隔 標準 @300

注入用パイプセット

ひびわれ面シール

注　入

パイプ撤去

シール材撤去

仕　上　げ

清　掃

施工フロー図

注入量Vは下式より算出する。

　V=12000・b・h・L・1.15

ここに、

  V    :注入量

  1200 :エポキシ樹脂系注入材比重

　b    :びびわれ幅

　h　　:びびわれ深さ

　L    :ひび割れ延長

  1.15 :ロス率

G1G2G3G4

A2橋台　正面図 S=1:50

S=1:50

上 流 側下 流 側

上 流 側 下 流 側

G1 G2 G3 G4

    5 ひびわれ・漏水・遊離石灰:c

   漏水・滞水

   写真番号:20

    5 ひびわれ・漏水・遊離石灰:c

   写真番号:25

    5 ひびわれ・漏水・遊離石灰:c

   写真番号:26

  写真番号:11

    5 ひびわれ・漏水・遊離石灰:c

   写真番号:21

小見橋 下部工補修図

ひび割れ補修工

A1橋台　正面図 平 面 図 S=1:60

橋座排水勾配設置工

11 22

：既設台座コンクリート

：排水勾配設置範囲

t=20mm
t=20mm

A1橋台(1-1)

i=2.00%

橋台排水勾配詳細図 S=1:30

i=2.00%

A2橋台(2-2)

Ｒ２三土　丸亀三好線（小見橋）　

　　　　東・東山　橋梁修繕工事

実施設計図面

徳島県西部総合県民局　県土整備部（三好庁舎）

エポキシ樹脂シール

カートリッジ

自動低圧注入器
ひびわれ

10175

693 6934245 4545

4045 693

9475

4045693

4)橋台02

3)橋台02

2)橋台02

1)橋台01: 5 ひびわれ・漏水・遊離石灰:b

5)橋台02

2
2
0

2
30 20
6
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6

2
3
6

2
2
6

2
22

2
25

チッピング
チッピング

排水勾配

台座コンクリート

排水勾配

台座コンクリート


